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は　じ　め　に

食生活の多様化や国際化が進展するなか、わが国酪農・乳業の安定的発展を図ってい

くためには生乳の生産や消費の動向を踏まえ、牛乳・乳製品の新商品開発を推進し国産

生乳の需要拡大を図っていくことが必要であります。

一方、近年生乳需給のアンバランスにより脱脂粉乳の在庫は適正水準を上回っており、

過剰在庫の速やかな解消を図り安定的な生乳需要を確保する必要があります。

このような状況を勘案し、昨年度に引き続き本年度もその問題解決に資するため、脱

脂粉乳の機能性等に関する調査・研究、新商品開発の方向付け並びに開発商品のヒトに

よる利用試験等について合計６題を大学に委託しました。

これらの成果を「脱脂粉乳の新規需要開拓に関する情報収集・研究報告書」として取

りまとめました。

この報告書が、関係者のご参考となり、脱脂粉乳の在庫解消に寄与できれば幸いに存

じます。

終わりに当たり、本調査研究に鋭意取り組まれた諸先生方には、心から謝意を表しま

す。

社団法人　日本酪農乳業協会
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